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北陸横穴墓研究の視点






陸地方もまた、 肥後 ・ 豊前 ・ 豊後 ・ 出雲 ・ 西遠江 ・ 相模 ・








































































出雲地域であり ( 「山陰横穴墓の受容と展開」 )、 地域の
首長墓である高塚古墳主体部に採用された特徴的な石棺





　類似した横穴墓型式は、 加賀 ・ 寺山横穴墓群にも確認
されるところであり、 想定される横穴墓群に伴う墳丘の存在
も出雲への系譜想定を強くするところである ( 「東国におけ
る出雲系横穴墓」 『考古学論研』 第 11 号、 平成 18 年 )。
　この出雲に特徴的な横長玄室平面 ・ 偏った羨道構造の






























　古墳総数約 15 万基、 このうち横穴墓は４～５万基、 前
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図１　出雲系横穴墓の分布
